
手話を知る（関心を持つ）・学ぶ

いかに実際に触れるか
…が、大切。
手話そのもの
手話を通じた交流
つながるよろこび

少

多

普及啓発取組について（R7）

資料３

基本的な考え方 どのような場面を想定？ どのような内容のもの？ どのように感じてもらう？

動画
まずは触れる

日常の暮らしの中で触れる
〇〇に行ったら手話をみた。

（手話で当たり前のように話すのを見た）

例：ホームタウンチーム試合、
動物園、買い物、飲食店…

手話は、
暮らしと密接に結びついている、
人と人とを結びつける
…といったことがわかる内容

手話を必要としている人が
身近にもいること。
手話を学ぶことによって
世界が広がる可能性があること。

手
話
に
触
れ
る
機
会

紙・文字
少し詳しく知る

体験
時間を割いて
体験する

① ホームタウンチーム試合

（エスパルス・ベルテックス）

② 買い物先（コジマルシェ）

③ 市ホームページ？

① 静岡気分（９月号表紙）

② 市ホームページ？

① 手話サークル

② サイニングスポット？
（ベルテックスとは何かできそう…）

③ 手話カフェ？

5/26研究会で意見を出し合う 5/26研究会で意見を出し合う

例：エスパルスの試合で動画を見た
親子が〇〇

5/26研究会で意見を出し合う

※とくに「静岡気分９月号表紙」

5/26研究会で意見を出し合う

例：「静岡気分９月号表紙」を見た
市民が〇〇

5/26研究会で意見を出し合う

※とくに「ベルテックス」

5/26研究会で意見を出し合う

例：ベルテックスの試合に来た人が
サインエールで一緒に応援した。


	スライド 1

